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わ
た
し
た
ち
は
２
０
２
３
年
4
月
1
日

に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
株
式
会
社
へ
と
商
号

を
変
更
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ー
ド
）
は
、LO

G
IST

ICS

とExceed   

Proceed Succeed  

そ
し
てSpeed

を
融

合
し
た
言
葉
で
あ
り
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

を
越
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
新
し
い
領
域
に
導

い
て
い
く
意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
和
達
」
の
漢
字
は
平
和
の
和
・
協
和
の

和
・
和
気
の
和
で
あ
り
、
達
は
発
達
の

達
・
達
成
の
達
・
達
人
の
達
を
表
し
て
お

り
、
音
の
由
来
は
轍
で
す
。
轍
は
車
両
の

前
輪
と
後
輪
の
軌
跡
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
前
輪
の
轍
を
手
本
や

基
準
と
し
な
が
ら
も
、
後
輪
は
さ
ら
に
進

化
さ
せ
な
が
ら
新
し
い
轍
を
生
み
出
し
て

い
き
ま
す
。
読
ん
で
楽
し
み
な
が
ら
物
流

を
知
り
、
さ
ら
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
に
親

し
み
を
覚
え
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

出
発

新
た
な
は
じ
ま
り

　

商
号
変
更
に
伴
い
、
よ
り
多
く
の
人
に

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
グ
ル
ー
プ
社
内
報
で
あ
る
「
わ
だ

ち
」
を
季
刊
広
報
誌
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

　
「
わ
だ
ち
」
は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
グ

ル
ー
プ
の
社
内
報
と
し
て
、
１
９
５
２

（
昭
和
27
）
年
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
社
内

報
「
日
東
社
報
」
を
ル
ー
ツ
と
し
て
い
ま

す
。
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
「
和わ

達だ
ち

」

と
し
て
創
刊
さ
れ
、
１
９
６
９
（
昭
和

44
）
年
1
月
に
「
わ
だ
ち
」
と
な
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
約
70
年
以
上
に
わ
た
っ
て

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

函館湾

ロジスティード本社　LOGISTEED CAFÉ

表紙
八幡坂（北海道函館市）から摩周丸を望む
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北
海
道
の
玄
関
口
・
函
館
港
は
日
本

に
と
っ
て
、
世
界
に
開
か
れ
た
〝
は
じ

ま
り
〞
の
港
の
一
つ
だ
。

　

江
戸
時
代
末
期
の
１
８
５
４
（
嘉
永

7
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
航
し
た
軍

人
マ
シ
ュ
ー 

ペ
リ
ー
と
幕
府
と
の
間
で

日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
、
そ
の
翌
年
、

箱
館
港
（
当
時
は
「
箱
館
」
と
表
記
。

１
８
６
９
（
明
治
2
）
年
に
「
函
館
」

と
改
称
）
は
下
田
（
静
岡
県
下
田
市
）

と
と
も
に
開
港
し
た
。
長
年
の
鎖
国
体

制
の
終
焉
の
時
と
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
が
開
港
を
求
め
た
目
的
は

捕
鯨
船
団
の
燃
料
や
水
、
食
料
の
補
給

の
た
め
だ
っ
た
。

　

ペ
リ
ー
は
和
親
条
約
締
結
後
、
自
ら

鎖
国
が
解
か
れ
た

は
じ
ま
り
の
港

函館山を背に、港が見える場所に立つ高田屋 嘉兵衛の
銅像。1958（昭和33）年、函館開港100年を記念して建
造された。

人・物・文 化を結んだ   函 館 港  ２００年の物 語

函館のシンボル、函館山からそのまちを見渡せば、
現代の建物と明治時代から続く洋館や教会などが混在する様子が見てとれる。
そして、函館港。江戸時代末期、開国の港の一つとなったが、
実はそれ以前から北海道と本州を結び、人・物・文化を運んだ港でもあった。
200年の物語をお届けする。

箱
館
を
訪
れ
、
港
の
測
量
を
行
い
、「
安

全
性
に
お
い
て
、
世
界
で
も
っ
と
も
す

ば
ら
し
い
港
の
一
つ
」
と
報
告
し
て
い

る
。

　

そ
の
後
、
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年

に
日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
、
翌

年
、
横
浜
・
長
崎
が
開
港
し
、
以
降
は

神
戸
・
新
潟
と
続
き
、
日
本
で
最
初
の

貿
易
港
（
開
港
５
港
）
と
な
っ
た
。

　

運
上
所
（
税
関
）
が
設
け
ら
れ
、
ア

メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
貿
易
が
始
ま

っ
た
。
や
が
て
外
国
の
商
人
の
往
来
が

盛
ん
に
な
り
、
西
洋
文
化
の
流
入
に
よ

っ
て
西
洋
建
築
が
増
え
、
西
洋
料
理
店
、

ビ
ー
ル
製
造
販
売
店
、
写
真
場
な
ど
が

開
店
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ハ
イ

カ
ラ
な
「
函
館
文
化
」
が
醸
成
さ
れ
て

い
っ
た
の
だ
。

函館山の中腹から函館のまちを一望する。左側に見えるのが函館港。
江戸時代には北前船が出入りする港だったが、現在は近代的に整備され、フェリーやコンテナ船、クルーズ船が寄港する。
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そ
も
そ
も
函
館
港
は
北
海
道
の
南
西

部
、
渡お

島し
ま

半
島
の
南
部
に
位
置
し
、
１

４
４
０
年
頃
、
数
十
戸
の
漁
村
・
宇う

須す

岸け
し

と
し
て
誕
生
し
た
。

　

半
島
の
先
、
突
き
出
し
た
2
つ
の
角

の
間
に
深
く
海
水
が
湾
入
し
た
巴
状
の

形
か
ら
「
巴
港
」
と
も
呼
ば
れ
る
そ
の

港
は
、
波
が
穏
や
か
で
、
ペ
リ
ー
も

「
世
界
最
高
の
良
港
の
一
つ
」
と
評
し
た

よ
う
に
、
天
然
の
良
港
と
し
て
昔
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
。

　

函
館
港
が
日
本
の
歴
史
の
中
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

貿
易
港
と
し
て
の
開
港
よ
り
も
さ
ら
に

遡
る
、
今
か
ら
約
２
２
０
年
前
の
こ
と

だ
。

　

淡
路
島
（
兵
庫
県
）
生
ま
れ
の
船
持

船
頭
・
高た

か

田だ

屋や 

嘉か

兵へ

衛え

は
１
７
９
６

（
寛
政
８
）
年
、
１
５
０
０
石
積
み
、
約

２
３
０
ト
ン
の
帆
船
・
辰
悦
丸
で
箱
館

に
来
航
し
た
。
当
時
の
箱
館
は
人
口
３

０
０
０
人
ほ
ど
の
寒
村
だ
っ
た
が
、
嘉

兵
衛
は
こ
の
地
を
本
拠
地
と
し
、
北
前

船
に
よ
る
海
上
交
易
に
参
入
し
て
い
っ

た
。

　

北
前
船
と
は
、
北
海
道
と
大
阪
を
日

本
海
回
り
で
結
ん
だ
商
船
群
の
こ
と
で
、

寄
港
す
る
各
地
で
商
品
を
売
り
買
い
し
、

利
ざ
や
を
稼
い
だ
。
北
か
ら
は
ニ
シ
ン

や
昆
布
、
南
か
ら
は
衣
類
や
生
活
用
具

な
ど
が
運
ば
れ
た
。
千
石
船
の
場
合
は

北
海
道
と
大
阪
の
1
往
復
で
千
両
の
利

益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
、
今

な
ら
6
千
万
円
か
ら
1
億
円
に
相
当
す

る
額
だ
と
い
う
。

　

北
前
船
は
「
文
化
」
も
運
ん
だ
。
北

海
道
の
昆
布
は
西
日
本
で
出だ

汁し

の
食
文

化
を
育
ん
だ
。
九
州
が
発
祥
と
さ
れ
る

民
謡
ハ
イ
ヤ
節
は
新
潟
県
の
佐
渡
お
け

さ
に
な
り
、
青
森
県
の
津
軽
ア
イ
ヤ
節

に
な
っ
た
と
い
う
。
船
乗
り
た
ち
が
寄

港
先
で
覚
え
た
も
の
を
、
ま
た
別
の
寄

港
先
で
披
露
す
る
な
ど
し
て
民
謡
が
伝

播
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

嘉
兵
衛
も
北
前
船
を
運
航
さ
せ
な
が

ら
、
江
戸
幕
府
の
依
頼
を
受
け
て
択え

と
ろ
ふ捉

航
路
を
開
き
、
箱
館
奉
行
に
協
力
し
て

大
野
村
（
現
・
北
斗
市
）
へ
の
道
路
改

修
、
箱
館
山
へ
の
植
林
、
戸へ

切き
り

地ち

村

（
現
・
北
斗
市
）
の
開
墾
な
ど
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
１
８
０
６
（
文
化
3
）
年
に

箱
館
で
発
生
し
た
大
火
で
は
、
ま
ち
に

あ
っ
た
全
建
物
の
お
よ
そ
半
数
に
あ
た

る
３
５
０
戸
が
焼
失
し
た
が
、
嘉
兵
衛

は
自
身
の
店
舗
も
被
害
に
遭
い
な
が
ら

も
、
住
民
に
米
や
古
着
を
配
り
、
建
築

用
材
を
津
軽
や
秋
田
か
ら
仕
入
れ
て
元

値
で
販
売
。
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
公

共
的
投
資
を
行
い
、
箱
館
の
都
市
形
成

に
寄
与
し
た
。

　

北
前
船
の
時
代
、
そ
し
て
貿
易
港
と

し
て
の
開
港
を
経
て
、
函
館
は
栄
え
て

い
っ
た
。

　

外
国
人
居
留
地
が
設
け
ら
れ
、
キ
リ

ス
ト
教
系
の
教
会
や
女
学
校
な
ど
も
増

え
た
。
地
元
の
大
工
は
外
国
人
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
洋
風
の
建
築
様
式
を
習

得
し
、
和
洋
折
衷
の
建
物
を
建
て
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。

　

金
森
洋
物
店
を
経
営
し
て
い
た
渡
邉

熊
四
郎
は
１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
、

2
万
石
収
容
の
レ
ン
ガ
造
り
の
倉
庫
を

建
て
、
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
大
火
で
一
度
焼
失
し
た
が
、

風
格
の
あ
る
レ
ン
ガ
積
み
の
倉
庫
群
と

し
て
再
建
さ
れ
、
現
代
ま
で
そ
の
形
を

残
し
て
い
る
。
今
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
な
ど
と
し
て
、
函
館
を
代
表
す

る
観
光
地
と
な
っ
た
。

ニシ
ン
や
昆
布
、生
活
用
具
が
往
来
し

大
き
な
富
を
生
ん
だ
港

函館といえば広い坂道。明治時代以降、何度もまちが大
火に見舞われたため、防火帯として直線の広い坂道が整
備された。かつて「里程元標」が立てられたことがその名の
由来となった基坂（もといざか）。坂の上は旧函館区公会
堂。坂の下には函館運上所跡がある。

函館港に面した金森赤レンガ倉庫。明治時代、
洋物店や倉庫業を営んでいた豪商・渡邉 熊四
郎によって建てられた。現在はショッピングモール
やビアホール、ギャラリーなどとして活用され、函館
を代表する観光地となっている。

北
前
船
で「
文
化
」も
運
ぶ

上／散策も楽しい函館港。奥に見えているのは、はこだて海鮮市場などが入る函館西波止場。左上／金森赤レンガ倉
庫のすぐ隣にある高田屋嘉兵衛資料館。左下／旧金森洋物店は現在、市立函館博物館郷土資料館として活用され、
建物内を見学できる。明治時代のまちの賑わいを再現したジオラマも展示されている。

西
日
本
で
は

新
た
な
食
文
化
が
生
ま
れ
、

民
謡
は
南
か
ら
北
へ

レ
ン
ガ
積
み
倉
庫
群
の
誕
生
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函
館
港
は
本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
玄

関
口
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
。
国

鉄
（
現
・
Ｊ
Ｒ
）
は
１
９
０
８
（
明
治

41
）
年
か
ら
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年

ま
で
、
青
森
と
函
館
を
船
で
結
ぶ
青
函

連
絡
船
を
運
航
し
た
。

　

連
絡
船
の
車
両
甲
板
に
は
列
車
用
の

レ
ー
ル
が
敷
か
れ
た
空
間
も
あ
り
、
貨

物
列
車
の
車
両
を
そ
の
ま
ま
積
み
込
む

こ
と
が
で
き
た
。
食
糧
や
石
炭
、
家
畜

な
ど
を
本
州
、
北
海
道
そ
れ
ぞ
れ
に
運

ん
だ
。
最
盛
期
に
は
13
隻
が
就
航
、
1

日
30
往
復
し
、
80
年
間
で
35
万
回
往
復

し
た
。「
連
絡
船
が
3
日
止
ま
れ
ば
北
海

道
の
物
価
は
2
倍
に
な
る
」
と
い
わ
れ

た
と
い
う
。

町
ふ
頭
が
整
備
さ
れ
、
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
に
韓
国
・
中
国
コ
ン
テ
ナ
航

路
が
開
設
、
そ
れ
ま
で
取
り
扱
い
の
な

か
っ
た
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
取
り
扱
い
が

始
ま
っ
た
。
ま
た
、
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
に
市
の
中
心
市
街
地
に
隣
接
す

る
若
松
地
区
に
ク
ル
ー
ズ
船
用
ふ
頭
が

完
成
し
、
12
万
総
ト
ン
級
ま
で
の
ク

ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

函
館
港
は
南
北
海
道
唯
一
の
重
要
港

湾
と
し
て
、２
０
２
２
（
令
和
４
）
年

　

そ
の
後
、
青
函
連
絡
船
は
青
函
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ
て
役
目
を
終
え
、

現
在
は
数
あ
る
連
絡
船
の
う
ち
の
一
隻

「
摩
周
丸
」
が
函
館
港
に
展
示
さ
れ
、
船

内
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
一
方
で
フ
ェ
リ
ー
は
今
も
函
館

―
青
森
、
函
館
―
大お

お

間ま

間
で
定
期
運
航

中
だ
。
ト
ラ
ッ
ク
や
自
家
用
車
、
人
な

ど
を
運
び
、
物
流
を
支
え
て
い
る
。

　

函
館
港
の
港
と
し
て
の
整
備
は
嘉
兵

衛
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
近

代
的
な
港
湾
整
備
と
し
て
は
１
８
９
６

（
明
治
29
）
年
か
ら
第
1
期
函
館
区
営

改
良
工
事
が
始
ま
り
、
外
郭
施
設
な
ど

の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

　

青
函
連
絡
船
の
廃
止
後
は
再
開
発
が

行
わ
れ
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に

水
深
14
ｍ
、
12
ｍ
の
岸
壁
を
備
え
た
港

に
は
約
３
２
０
０
万
ト
ン
の
貨
物
を
取

り
扱
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
賑
わ
い
と
親
し
み
あ
ふ
れ
る

活
力
あ
る
函
館
港
」
を
め
ざ
し
、
物
流

拠
点
と
し
て
の
整
備
の
ほ
か
、
歴
史
や

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
観
光
都
市
と

し
て
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

函
館
市
・
港
湾
空
港
振
興
課
主
査
の

日
角 

洋
史
さ
ん
は
「
現
在
、
港
の
貨
物

品
移
出
入
の
大
半
は
フ
ェ
リ
ー
貨
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。
函
館
に
は
空
港
も
あ

り
、
北
海
道
新
幹
線
の
新
函
館
北
斗
駅

と
も
は
こ
だ
て
ラ
イ
ナ
ー
で
つ
な
が
っ

て
利
便
性
は
高
い
の
で
す
が
、
や
は
り

こ
こ
は
港
か
ら
始
ま
っ
た
ま
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
港
の
振
興
に
努
め
て
い
き

ま
す
」
と
話
す
。

　

近
年
、
函
館
港
は
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
地
と
し
て
の
人
気
が
高
ま
り
、
２
０

１
９
（
令
和
元
）
年
に
は
47
回
の
寄
港

を
記
録
し
た
。

「
２
０
２
０
年
に
は
50
回
の
寄
港
予
定

だ
っ
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
す
べ
て
キ
ャ
ン

セ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
２
０
２

３
年
は
47
回
の
寄
港
が
予
定
さ
れ
て
い

て
、
一
気
に
回
復
し
ま
す
。
港
を
玄
関

口
に
、函
館
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
日
角
さ
ん
。

２
０
０
年
の
歴
史
を
経
て
、
函
館
港
は

未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

チームワークと営業力で「奇跡のV字回復」！
　函館フェリーターミナルから車で10分ほど
のところにロジスティード北日本・函館出張
所はある。14名の従業員は全員、函館出身
者。そのほとんどが10年以上勤務している
中堅、そしてベテランの従業員だという。「み
んな地場で生まれ、地場で働いています。仲
もいいんですよ」。そう笑顔で話すのは、函
館出張所長の石山 幸雄さんだ。
　函館出張所の強みはチームワークと営業
力。主な事業はホームセンターの店舗配送
だが、一昨年度、事業の一部の取り扱いが
なくなり、赤字となった。しかし、すぐに従業員
それぞれが営業をかけ、札幌本社の営業支
援も受けながら、従業員一丸となって新規
案件を獲得した。「奇跡のV字回復です。
失った業績分をそのまま新たに獲得し、利益
を上げることができました」と石山所長。ほか
にも、近隣の別の運送会社と協力した共同

配送を行うなど、地元に根づいた事業を展
開している。
　函館の魅力を石山所長に尋ねると「人が
いい、ということにつきます。住みやすいとこ
ろですよ」。また、石山所長が頼りにしている
係長の吉田 勝さんは、「観光でこられるな
ら、函館山の『裏夜景』がオススメです。函
館山の夜景は有名ですが、裏夜景は函館

山の反対側の山から、市街地と函館山を観
るんです」と教えてくれた。
　石山所長からは「函館ではやはりイカを食
べてもらいたいです。最近は不漁が続いて
いますが、もしこられる機会があればご連絡
をください。おいしい店をお教えしますよ」とい
うメッセージも。ぜひ歴史ある函館へ！

ロジスティード北日本株式会社 函館出張所

住所	 函館市西桔梗町589-152

電話	 0138-48-0321

従業員数	 14名

車両台数	 14台

DATA

函館検疫所台町措置場の建物を使った日本茶カフェ
『ティーショップ夕日』店内からの眺め

再生資源輸送に利用されているロジスティードグループ所有の専用コンテナと港町ふ頭のジブクレーン

CY（コンテナヤード）から見る函館山

函館港周辺図

右／おだやかな函館
港。悪天候によるフェ
リーの欠航は年間をと
おしてほとんどないとい
う。左／青函連絡船
「摩周丸」。現在は博
物館船として見学でき
るようになっている。

青
函
連
絡
船
の
就
航

貨
物
列
車
を
そ
の
ま
ま
運
ん
だ

右上・下／旧函館検疫所台町措置場の建物とその内観。函館旧市内
には多くの洋館が残っている。左上／1897年（明治30年）開業の亀
函馬車鉄道をルーツとする函館市電。湯の川停留場から十字街停留
場で分岐し、函館どつく前停留場、谷地頭停場までをそれぞれ結ぶ。

参考資料：『はこぶら―函館市公式観
光サイト』（www.hakobura.jp）、『北前
船KITAMAE公式サイト』（www.
kitamae-bune.com）、『北海道遺産完
全ガイド』（著：佐藤圭樹、北海道新聞
社刊）、『歴史散歩① 北海道の歴史散
歩』（編：北海道高等学校日本史教育
研究会、山川出版社刊）、『ブラタモリ 
3 函館 川越 奈良 仙台』（監修：NHK

「ブラタモリ」制作班、角川書店刊）

近
代
の
港
と
し
て
の
整
備

ク
ル
ー
ズ
船
に
人
気
の
港
へ

函館出張所長の石山 幸雄さん（左）と
同出張所係長の吉田 勝さん（右）

新
し
い
時
代
の
港
へ

港湾空港振興の担当になり9年目。「函館は
港から始まったまち。港の活性化にこれからも
力を注いでいきます」と話す。

日角 洋史さん
函館市港湾空港部 港湾空港振興課 主査
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1写
真
家 

山
本 

直
洋
さ
ん　

モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で

世
界
７
大
陸
最
高
峰
を
空
撮
す
る

プ
ロ
ペ
ラ
付
き
エ
ン
ジ
ン
を
背
負
い
、自
由
に
空
を
舞
う
こ
と
が
で
き
る
モ
ー
タ
ー
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
。そ
の
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
世
界
７
大
陸
の
最
高
峰
を
空
撮
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦
し
て
い
る
の
が
写
真
家
の
山
本 

直
洋
さ
ん
。「
地
球
を
感
じ
る
」を

テ
ー
マ
に
Ｖ
Ｆ
空
撮
に
挑
み
続
け
る
山
本
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

の
こ
類
は
基
本
的
に
は
全
部
食

べ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、石
づ
き

の
部
分
は
や
や
硬
い
で
す
し
、
菌
床
が

付
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
多
め
に
切

り
落
と
し
が
ち
で
す
。
栄
養
価
が
高
い

だ
け
に
捨
て
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
で
す
ね
。こ
う
い
っ
た
端
材
は
、出

た
都
度
天
日
干
し
に
し
て
水
分
を
飛
ば

し
、
作
り
や
す
い
分
量
に
な
る
ま
で
冷

凍
保
存
し
て
お
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。

室
内
で
干
す
場
合
、
風
に
当
て
た
ほ
う

が
傷
ま
ず
早
く
乾
く
の
で
、
窓
を
開
け

て
お
く
か
扇
風
機
で
風
を
送
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。
夏
の
晴
れ
た
日
な
ら
半
日

で
十
分
で
す
が
、
雨
の
続
く
日
は
２
、

3
日
か
か
る
こ
と
も
。
冷
凍
か
ら
戻
す

時
は
茹
で
た
方
が
臭
み
が
取
れ
ま
す
。

あ
と
は
調
味
料
と
合
わ
せ
て
炒
め
煮
に

す
る
だ
け
で
簡
単
に
ご
飯
や
お
酒
が
す

す
む
一
品
に
。
干
し
て
い
る
の
で
旨
み

も
栄
養
価
も
増
し
て
一
石
二
鳥
で
す
。

き
の
こ
の
石
づ
き

き
ん
ぴ
ら
風

エコレシピ

きのこ

1vol.

作り方
❶石づきは冷凍のまま、食べやすい長さに切った糸こんにゃくと

　一緒にさっと茹でる

❷ザルにとってそのまま約１時間置き、しっかり水分を切る

❸フライパンに油をひき②を炒める

❹全体に油が絡んだら醤油、酒、砂糖を加え炒め、

　全体に馴染ませる

❺最後にみりんを回しかけ混ぜたら火をとめる

❻好みで枝豆を添え一味や七味を振る

今回の再利用食材は…

ロジスティードグループ保養所
サン・アンド・サン荘 伊豆高原

料理人が教える

一回の料理では量が取れないので、干して水分を飛
ばしてから冷凍にして作りやすい量になるまで溜めて
おきます。冷凍前に割いたり、千切りにしたりしてお
くと調理も楽です。

き

し
め
じ・エ
リ
ン
ギ・え
の
き
な
ど
き
の
こ
類
の
石
づ
き
を

「
も
っ
た
い
な
い
」と
思
い
な
が
ら
も
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？
　

抜
群
に
お
い
し
い
惣
菜
に
大
変
身
す
る
活
用
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
わ
だ
ち
」は
漢
字
で
書
く
と「
和
達
」

こ
の「
達
」に
ち
な
ん
で
各
分
野
の
達
人
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

大さじ1〜2
（好みで調整）

材料
●石づき（しめじ・エリンギ・えのき・椎茸など）

　細かく割いて天日干しした後冷凍保存し

　100～200ｇ溜めたもの

●糸こんにゃく（石づきと同量）

●醤油

●酒

●みりん

●砂糖

●ごま油（適量、サラダ油でも可）

●七味

●一味

●枝豆

適量
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プ
ロ
ペ
ラ
付
き
の
エ
ン
ジ
ン
を
動
力

に
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
羽
で
大

空
を
舞
う
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
。

山
本
直
洋
さ
ん
は
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
を
操
り
、
上
空
か
ら
の
撮
影
を

得
意
と
す
る
写
真
家
だ
。

「
今
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に

空
撮
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
も

仕
事
の
撮
影
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
ド
ロ
ー
ン
撮
影
は
モ

ニ
タ
ー
越
し
の
撮
影
で
し
か
な
く
、
上

空
の
風
の
冷
た
さ
や
そ
の
匂
い
、
刻
々

と
変
わ
る
空
や
雲
の
色
を
生
身
で
感
じ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
上
空
で
は
思

わ
ず
涙
が
出
る
よ
う
な
『
地
球
を
感
じ

る
』
光
景
や
瞬
間
と
出
合
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
感
動
を
写
真
で
切
り
取

り
、
伝
え
る
た
め
に
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
で
飛
ん
で
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
山
本
さ
ん
は
現
在
、

世
界
７
大
陸
の
最
高
峰
す
べ
て
を

モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
飛

行
し
、
空
撮
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「A
b

o
ve  th

e  S
e

ve
n  S

u
m

m
its 

Project

」
を
進
め
て
い
る
。
世
界
で

誰
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
、
成
功
す

れ
ば
世
界
初
と
な
る
挑
戦
だ
。

「
写
真
を
観
る
み
な
さ
ん
に
も
、
鳥
に

な
っ
た
よ
う
な
視
点
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
地
球
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、

自
分
の
感
情
を
の
せ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
今
の
地
球
の
自
然
を
記
録
す
る

と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
1
弾
と
し
て
２
０

２
２
年
2
月
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
最
高

峰
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
（
５
８
９
５

メ
ー
ト
ル
）
を
空
撮
し
て
き
た
。
タ
ン

ザ
ニ
ア
に
あ
る
山
で
、
赤
道
付
近
に
位

置
し
な
が
ら
も
山
頂
近
く
は
氷
河
を
抱

く
山
だ
。

「
計
画
と
し
て
は
６
０
０
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
高
さ
ま
で
飛
び
、
キ
リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
頂
上
の
上
空
か
ら
の
撮
影
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
モ
ー
タ
ー
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
部
品
に
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
、
結
果
的
に
は
サ
ブ
の

エ
ン
ジ
ン
機
で
５
１
８
０
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
ま
で
し
か
飛
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

頂
上
は
越
え
ら
れ
ず
、
反
省
と
後
悔
が

残
る
撮
影
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
つ
か
再
挑
戦
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

誰
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い

フ
ラ
イ
ト
へ
の
挑
戦

モーターパラグライダーを使って日本、そして世界各地で飛ぶ山本さん。「想像を超
える景色と出合えたときが一番感動します。その感動を多くの人に届けたいと思
い、シャッターを切っています」と話す。

やまもと なおひろ●1978年、東京生まれ。ニューヨークのフォトスタジオに勤務後、フ
ァッションフォトグラファー、風景写真家に師事。2008年に独立し、フリーランス・フォ
トグラファーとして活動する。モーターパラグライダーによる空撮を得意とし、
「Earthscape」と題して「地球を感じる」写真をテーマに作品制作を行う。動画も含
め、スカイダイビングやウィングスーツ、ドローンによる空撮も行う。現在、世界7大
陸最高峰をすべてモーターパラグライダーで飛行しながら空撮するプロジェクト

「Above the Seven Summits Project」を進行中。2023年からロジスティードとスポン
サード契約を結んでいる。

ラジオゲスト出演情報 ： J-WAVE LOGISTEED TOMOLAB. TOMORROW LABORATORY
7月29日（土）20:00〜20:54

「未知に挑む。そんな点で共感していただき、2023年からロジスティードの
スポンサードを受けています」と山本さん。次はオーストラリア大陸最高峰・
コジオスコの空撮をめざす。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
次
の
大
陸
を

め
ざ
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

次
の
大
陸
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大

陸
の
こ
と
で
、
同
大
陸
最
高
峰
・
コ
ジ

オ
ス
コ
（
２
２
２
８
メ
ー
ト
ル
）
で
の

撮
影
を
２
０
２
３
年
9
月
に
予
定
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
1
年
に
1
大
陸
ペ
ー

ス
で
撮
影
を
進
め
、
最
終
的
に
ア
ジ
ア

大
陸
最
高
峰
で
あ
り
、
世
界
最
高
峰

の
エ
ベ
レ
ス
ト
（
８
８
４
８
メ
ー
ト

ル
）
を
め
ざ
す
。

　

ま
さ
に
未
知
に
挑
み
続
け
る
山
本
さ

ん
だ
が
、
原
点
は
幼
少
期
に
あ
っ
た
。

「
幼
い
頃
か
ら
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
な
っ

た
り
、
ド
ラ
え
も
ん
の
タ
ケ
コ
プ
タ
ー

を
つ
け
て
飛
ぶ
夢
を
よ
く
見
て
、
空
へ

の
憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
生
時
代
は
親
の
仕
事
の
関
係
で
ノ

ル
ウ
ェ
ー
に
い
た
の
で
す
が
、
約
６
０

０
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
る
フ
ィ
ヨ
ル

ド
の
絶
壁
の
上
へ
行
き
、
感
動
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
そ
の

絶
壁
か
ら
続
く
山
へ
一
人
で
登
り
、
ま

た
別
の
絶
景
と
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
『
地
球
を
見
た
』
と
い

う
原
体
験
に
な
っ
た
の
で
す
」

　

そ
の
後
も
空
へ
の
憧
れ
は
持
ち
続
け
、

糧
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、

具
体
的
な
方
策
は
見
つ
か
ら
ず
、
大
学

卒
業
後
は
Ｉ
Ｔ
系
企
業
に
就
職
し
た
。

そ
し
て
あ
る
時
、
書
店
で
の
立
ち
読
み

で
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
知
り
、

写
真
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
仕
事
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
こ
と
が
写

真
家
へ
の
入
り
口
と
な
っ
た
。

「
写
真
の
勉
強
を
し
よ
う
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
行
き
、
た
ま
た
ま
写
真
ス
タ

ジ
オ
で
働
く
ア
メ

リ
カ
人
と
知
り
合

い
に
な
っ
た
こ
と

や
、
帰
国
後
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ス

ク
ー
ル
の
経
営
者
で
あ
り
、
私
の
空
撮

の
師
匠
と
な
っ
て
く
れ
た
塚
部  

省
一
さ

ん
と
出
会
っ
た
お
か
げ
で
、
今
の
私
が

い
ま
す
」

　

た
だ
、
す
べ
て
が
順
風
満
帆
に
き
た

わ
け
で
は
な
く
、
30
代
に
な
っ
て
も
バ

イ
ト
を
３
つ
掛
け
持
ち
し
、
生
活
費
を

稼
い
だ
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
の
事
故

で
2
カ
月
入
院
し
た
こ
と
も
あ
る
。

「
で
も
、
多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ

き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
私
は
写
真
で
恩
返
し

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

こ
れ
か
ら
も
「
誰
も
見
た
こ
と
が
な

い
」
光
景
を
見
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

「
地
球
を
見
た
」

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
の
原
体
験
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設 楽 啓 太

陸
上
部
所
属
で
す
が
、

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
も

し
て
い
る
の
で
す
か
？

好
き
な
食
べ
物
は
？

食
事
に
は

気
を
使
う
の
で
す
か
？

QQ Q

「
オ
フィ
ス
の
仕
事
は

 
確
実
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
」

春
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
陸
上
部
。

２
０
１
７
年
９
月
の
入
部
以
来
、チ
ー
ム
の
重
要
な

戦
力
と
な
っ
て
き
た
設
楽 
啓
太
選
手
に
普
段
は
聞
け
な
い

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
の
こ
と
、オ
フ
の
過
ご
し
方
、

こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど
、い
ろ
い
ろ
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

週
2
日
、
松
戸
研
修
所
内
（
千
葉
県
松

戸
市
）
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、
昼
休
み
を
挟

ん
で
3
時
間
勤
務
で
す
。
そ
の
日
に
必

要
な
仕
事
が
割
り
振
ら
れ
ま
す
。
今

（
２
０
２
３
年
4
月
）
だ
っ
た
ら
、
商
号

変
更
に
伴
う
プ
レ
ー
ト
な
ど
の
付
替
え

甘
い
も
の
が
好
き
で
、
ケ
ー
キ
も
好
き

で
す
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
と
か
、
よ
く
買
い

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
の
ス
イ
ー
ツ
も
今
は

お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

よ
ね
。
近
所
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
は
行

き
つ
け
で
す
（
笑
）。
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

も
よ
く
行
く
の
で
す
が
、
苦
い
も
の
が

苦
手
な
の
で
、
フ
ラ
ペ
チ
ー
ノ
の
期
間

限
定
も
の
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
系
を
い
つ
も

頼
み
ま
す
。
で
も
、
お
酒
も
好
き
で
す

よ
。
休
日
は
友
達
と
居
酒
屋
で
飲
む
こ

と
が
多
い
で
す
。
飲
む
時
は
ビ
ー
ル
派

で
す
。

食
事
は
基
本
的
に
、
陸
上
部
の
食
堂
で

出
さ
れ
る
も
の
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

食
べ
物
へ
の
こ
だ
わ
り
は
あ
ま
り
な
い

の
で
す
が
、
実
は
嫌
い
な
食
べ
物
が
多

く
て
…
…
。
た
と
え
ば
、
ト
マ
ト
は
ダ

メ
な
ん
で
す
。
そ
の
ほ
か
も
結
構
、
苦

手
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
食
べ

ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
ん
で
す
（
苦
笑
）。

み
な
さ
ん
が
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
厳
し
い

栄
養
管
理
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

作
業
で
す
ね
。
昨
年
ま
で
は
東
京
の
京

橋
本
社
勤
務
だ
っ
た
の
で
す
が
、
陸
上

部
の
寮
が
あ
る
松
戸
で
の
勤
務
に
な
っ

た
の
で
、
通
勤
時
間
が
減
り
ま
し
た
。

そ
の
分
、
陸
上
の
練
習
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

普
段
の
練
習
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
の

い
い
こ
と
は
？

Q

Q

僕
の
場
合
は
午
前
５
時
半
ご
ろ
に
起
き
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
し
て
５
時
50
分
か

ら
始
ま
る
全
体
の
朝
練
習
に
参
加
。
朝

は
1
時
間
程
度
、
走
り
ま
す
。
勤
務
の

な
い
日
は
午
前
11
時
か
ら
全
体
の
練
習

が
ス
タ
ー
ト
。
午
後
は
体
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
に
充
て
、
午
後
４
時
か
ら
ま

た
全
体
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。
全
員
で

一
度
集
ま
っ
た
後
、
各
々
が
自
分
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
、
１
〜
２

時
間
く
ら
い
練
習
を
行
い
ま
す
。

会
社
の
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
本
社
勤
務
の
時
に
は
郵
便
物
の

仕
分
け
や
、
そ
の
郵
便
物
を
各
フ
ロ
ア
、

各
部
署
へ
届
け
る
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
う
す
る
と
社
内
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
従
業
員
の
み
な
さ

ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

試
合
前
な
ど
「
応
援
に
行
く
よ
」「
が
ん

ば
っ
て
ね
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る

の
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
応
援
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
オ
フ
ィ

ス
ワ
ー
ク
は
選
手
と
し
て
確
実
に
プ
ラ

ス
材
料
に
な
り
ま
す
。

ロジスティード陸上部
選手たちの

vol  

K e i t a  S h i t a r a
1

ONとOFF
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陸
上
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
？

趣
味
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q

Q

両
親
に
勧
め
ら
れ
て
、
小
学
6
年
生
の

時
に
近
く
の
陸
上
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

入
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
た
だ
、

特
に
足
が
速
か
っ
た
と
か
、
両
親
も
陸

上
の
選
手
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
体
作
り
と
か
、
体
力
を
つ
け
る
た

め
に
勧
め
て
く
れ
た
感
じ
で
す
。

野
球
観
戦
で
す
。
日
本
が
優
勝
し
た
Ｗ

Ｂ
Ｃ（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
）
は
全
試
合
を
観
て
い
ま
し

た
。
大
谷
選
手
、
す
ご
か
っ
た
で
す
よ

ね
。
プ
ロ
野
球
で
は
昔
か
ら
巨
人
の
フ

ァ
ン
で
、
い
つ
も
試
合
を
観
て
い
ま
す
。

同
じ
く
陸
上
選
手

で
あ
る
双
子
の
弟・

悠
太
さ
ん
と
の
関
係
は
？

Q
仲
い
い
で
す
よ
。
よ
く
一
緒
に
飲
む
し
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
い
つ
も
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
ま
す
。
悠
太
は
こ
の
春
、
所
属
し

て
い
た
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
を
退
職
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
前
に
も
相
談
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
退
職
後
は
フ
リ
ー
と
な
っ
て

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
お
互
い
励
ま
し
合
っ
て
い

ま
す
。
僕
が
今
も
競
技
を
続
け
て
い
ら

れ
る
の
は
弟
が
い
る
か
ら
だ
し
、
二
人

揃
っ
て
結
果
を
出
せ
る
こ
と
が
一
番
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。

オ
フ
の
日
は

ど
う
過
ご
し
て

い
ま
す
か
？

Q
土
曜
も
午
前
中
は
練
習
が
あ
る
の
で
、

ま
る
ま
る
１
日
休
み
な
の
は
日
曜
だ
け

で
す
。
僕
は
出
掛
け
る
こ
と
が
好
き
な

の
で
、
休
日
に
部
屋
に
い
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
東
京
へ
出
て
、

友
達
と
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
ア
ウ

ト
ド
ア
派
な
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
前
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
も
よ
く
し
て
い
ま
し
た
。
焼
き
肉
も

好
き
で
す
よ
。

い
つ
も
素
敵
な
髪
型
で
す
が
、

ヘ
ア
カ
ッ
ト
は

理
容
室
派
？ 

美
容
室
派
？

沿
道
の
応
援
は

力
に
な
り
ま
す
か
？

好
き
な

タ
イ
プ
は
？

Q

Q

Q

（
東
京
の
）
吉
祥
寺
に
あ
る
美
容
室
で

切
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
の

行
き
つ
け
で
、
今
も
松
戸
か
ら
吉
祥
寺

へ
通
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
間
違
い
な
く
、
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。
走
っ
て
い
る
こ
ち
ら
か
ら
も

み
な
さ
ん
の
顔
は
見
え
て
い
て
、
応
援

し
て
く
れ
て
い
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

元
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
大
島  

優
子
さ
ん
の
フ
ァ

ン
で
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
か

わ
い
い
系
の
方
が
タ
イ
プ
で
す
ね
。
異

性
の
好
み
だ
け
は
悠
太
の
タ
イ
プ
と
違

っ
て
、
被
ら
な
い
ん
で
す
（
笑
）。

こ
ち
ら
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
顔
は
見
え
て
い
て
、

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
陸
上
部
に
入
部
し
て
６
年
目
。

こ
こ
で
得
ら
れ
た
こ
と
は
？

Q
マ
ラ
ソ
ン
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
陸
上
部

に
入
部
し
て
か
ら
始
め
ま
し
た
。
マ
ラ

ソ
ン
と
い
う
競
技
と
向
き
合
い
、
新
た

に
始
め
ら
れ
た
場
所
で
す
。
た
だ
、
ま

だ
い
い
結
果
を
残
せ
て
お
ら
ず
、
モ
ヤ

モ
ヤ
と
し
た
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
日

本
で
は
マ
ラ
ソ
ン
は
注
目
の
競
技
で
す

し
、
し
っ
か
り
結
果
を
出
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
応

援
し
て
く
れ
る
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
僕
の
喜
び
に
な
る
ん
で

す
。

こ
れ
か
ら
の

目
標
は
？

Q
今
は
マ
ラ
ソ
ン
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る

の
で
、
今
年
は
マ
ラ
ソ
ン
で
結
果
を
残

し
た
い
で
す
。
僕
は
「
タ
イ
ム
」
と
い

う
よ
り
も
「
順
位
」
に
こ
だ
わ
り
た
い

の
で
、
レ
ー
ス
内
で
の
勝
負
を
常
に
意

識
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
8
月
に
開
催

さ
れ
る
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
に
照
準
を
合

わ
せ
て
い
ま
す
。
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で
す
。

したら けいた●1991年、埼玉県生まれ。武蔵越生高校、東洋大学経済学部卒業。
コニカミノルタ陸上競技部を経て、2017年9月、日立物流陸上部（現・ロジスティード陸上部）に入部。
2014年1月、第90回箱根駅伝で5区区間賞、2016年2月、熊日30キロロードレース2016優勝。
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広報誌「わだち」が創刊されました。特集には、
物流の要所となる「港」（海の港・空の港）をテー
マに各地を巡り港の歴史を紐解き、その地で活
動をする当社グループ会社も併せて紹介をしてい
きます。世界へ開かれた“はじまり”の港のひとつ
である函館港は、まさに創刊号にふさわしい港と
して選びました。読者のみなさんに、新しい「わ
だち」を通して多くの方とコミュニケーションが広
がることを期待しています。（金田）

ついに「わだち」がリニューアルしました。初特集
は、新しい出発からの連想で近代日本の幕開
け、開国の最初の港のひとつ、函館です。写真
撮影・取材をとおして、街中のレトロな建物やどこ
か懐かしい雰囲気の市電、優しい人々とふれあう
ことができました。またぜひ再訪したいまちです。

「わだち」もロジスティードグループの新しい顔と
なり、読者に永く愛され、何度も読みたくなるよ
うな広報誌を目標とし精進します。（谷野）

広報誌「わだち」が発行されました。これまでの
グループ社内報とは異なるテイストで制作しまし
た。今回は港や達人ノ音、SDGsエコレシピ、ロジ
スティード陸上部の選手にスポットを当てた特集
などさまざまなコンテンツを掲載しています。こ
の冊子を通して、社内外の方々に楽しく読んでい
ただき、ロジスティードグループについてより深く
理解してもらえたらと思います。これからも皆様
に愛される広報誌をめざしていきます。（三室）

編 集 後 記

お問い合わせや感想はこちらまで

ロジスティードグループの「現在」をお届けします Topics
新商号「ロジスティード株式会社」として事業開始

「グループ人権方針」制定

ソープボックスダービー・
ナショナルチーム選考会 開催

千葉県松戸市主催
「春の青少年教室」へ協力

　2023年４月１日より、新商号「ロジスティード株式会社」とし

て、2023年度の事業を開始しました。それに先立ち、ロジス

ティードグループとして一体となって進んでいくため2023年３

月3 1日に、キックオフイベント「 Ta k i n g  o n  t h e  Fu t u re 

LOGISTEED」を開催しました。

　Kohlberg Kravis Roberts & Co. L.P.との強固なパートナーシッ

プにより、さらなる事業成長および企業価値向上をめざしてい

きます。皆様には引き続き、変わらぬご理解とご支援を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。

　ロジスティードグループは、人権尊重の取り組みをグループ

全体で推進するため、「ロジスティードグループ人権方針」を

新たに制定しました。

　この人権方針は「ロジスティードグループは 広く未来をみつ

め 人と自然を大切にし 良質なサービスを通じて 豊かな社会づ

くりに貢献します」という経営理念のもと、人権にかかわる国

際規範や国際基準に基づき、ロジスティードグループの事業

活動において影響を受けるすべての人々の人権

と尊厳を守るために、私たちがとるべき行動を定

めたものです。

　「2023ソープボックスダービー・ナショナルチーム選考会 神奈川

大会」（NPO法人日本ソープボックスダービー協会主催・ロジス

ティード協賛）が5月27日、トレッサ横浜で開催されました。

　ソープボックスダービーはアメリカ発祥の子どものためのカー

レースで、動力のないカート「ソープボックス」で坂道を下り、タイ

ムを競います。大会当日は8～13歳の子どもたちが参加し、優勝者

には7月にアメリカで開催される世界大会への出場権が進呈され

ました。また、㈱バンテックは交通イベントとして「トラックの死角

体験コーナー」や「モックカー工作体験コーナー」を設け、交通安

全への理解を深める活動に取り組みました。

　ロジスティード陸上部は４月22日、千葉県松戸市が主催する

「春の青少年教室『運動会直前攻略法！！～かけっこで速く走れ

るコツ～』」に講師として参加しました。ロジスティード陸上部

は2021年10月に「陸上競技を通じた地域振興・地域貢献の相

互連携に関する協定」を松戸市と締結しており、両者の連携

によって、地域活性化に向けた取り組みを進め

ています。この教室には開催初年度の2015年よ

り参加し、継続して講師を務めています。　

医薬品・医療機器業界のGMPに
対応したシステム導入

株式会社プロジェクトカーゴ
ジャパン商号変更

福島県のNPO法人に
災害用備蓄品寄付

「第４回 関西物流展」出展

「OTTAVA Accademia」に
特別協賛

　ロジスティードグループの医薬品物流サービスに GMP※１に

対応した文書記録管理システム「HITQUAA※２」を新たに導入

しました。これまでの紙文書を中心とした管理手法では難し

い、厳格な管理と承認作業の効率化という相反する課題を解

決するものです。医薬品流通の安全性と信頼性の強化に貢献

します。

　この度、株式会社プロジェクトカーゴ ジャパンは、7月１日付

で「ロジスティードKWE株式会社」に商号変更しました。

　今後もロジスティード株式会社と株式会社近鉄エクスプレス

の合弁会社として、お客様に新たな物流ソリューションを提供

すべく取り組んでいきます。

　3月21日、フードロス削減の観点から水の利活用に取り組ん

でいるNPO法人「FUKUSHIMAいのちの水」に、本社・ロジス

ティードビル（東京都）の2023年度に入れ替え予定の災害用

備蓄品を寄付しました。

　ロジスティードとロジスティードソリューションズ㈱は4月12

～14日までの3日間、インテックス大阪で開催された「第4回 

関西物流展」に共同出展しました。この展示会は、物流業界

が抱える課題を解決する最新技術を出展する西日本唯一の

展示会です。

　日本でただひとつのクラシック音楽専門インターネットラジオ

「OTTAVA」が主催するWebセミナー「OTTAVA Accademia」に

特別協賛しています。このセミナーはクラシック音楽がもっと楽

しくなる“ツボ”を分かりやすく深堀りします。アカウント作成は

必要になりますが、5月以降配信開始のオンライン講座であれ

ば、どなたでも無料でご視聴いただけます。

※1 GMP：厚生労働省が定める医薬品の製造管理および品質
管理の基準（Good Manufacturing Practice）

※２ 「HITQUAA（ヒットキュア）」は（株）日立産業制御ソリュー
ションズの登録商標です

＊「わだち」の無断転載はご遠慮ください。
＊本誌内においては会社名の敬称を略しておりますので何卒ご了承ください。

アカウント作成はこちらから▶

わだち編集事務局：wadachi@logisteed.com
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